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あらまし：本研究では，中１理科「力のはたらき」の単元で，生徒の学習状況をリアルタイムで把握でき

る授業支援アプリを用いた教員１名を対象に，協働学習において授業支援アプリを活用する方法を，授業

観察と授業者へのインタビューにより明らかにした．結果，教員がモニタリング機能や閲覧設定を有効に

活用することで，複数の協働学習を取り入れた授業や学級全体での協働学習を実現できることがわかった． 
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1. はじめに 
令和３年の答申では，目指すべき「令和の日本型

学校教育」の姿として，全ての子供たちの可能性を

引き出す「個別最適な学び」と「協働的な学び」の

実現が提言された（1）．そして，個別最適な学びと協

働的な学びの充実に向けて，ICT を最大限活用して

いくことの重要性が示唆された（2）． 
また，新型コロナウイルス感染症の感染拡大に対

応し，限られた授業時数の中で協働的な学びを実現

する上で，教師と生徒や生徒同士の関わり合いが特

に重要となる協働学習に授業を重点化することが求

められている．これは，新型コロナウイルス感染症

への対応が収束した後においても，学習活動の質の

向上を図る重要な取組と考えられえている（2）．一方

で，協働学習中のモニタリングとサポートは状況に

合わせた即興性が求められる点から教師にとって特

に難しいことであると指摘されている（3）．協働学習

における教員の専門性についての検討は，重要な課

題であると考えられている（4）． 
以上より，限られた授業時数の中で協働学習を取

り入れ，教員が協働学習を見取る際の ICT 活用につ
いて検討することは重要であると考えられる． 
そこで本研究では，教員が協働学習において授業

支援アプリを活用する方法を，学習場面と関連付け

ながら明らかにすることを目的とする． 
 

2. 概要 
2022 年 11 月 3 日（木）～12 月 13 日（火）に，中

学校第１学年４学級で，理科「力のはたらき」にて

授業を行った都内国立大学附属中学校の教員１名を

対象とした． 
本研究では，教員が生徒の学習状況をリアルタイ

ムで把握できる MetaMoJi ClassRoom を用いた授業

を行った（5）．以下，授業支援アプリとする．  
授業は，単元を通じて一斉学習，個別学習，協働

学習の３つの学習形態が組み合わされた．協働学習

では，３～４人で１班のもと，１班で１つ授業支援

アプリ上のノートに考えをまとめ，全体に向けて班

の考えを発表した．いずれの学習形態においても，

教員は，授業支援アプリのモニタリング機能を用い

て生徒のノートを見ることができた． 
 

3. 分析 
3.1 データの収集 
授業観察によって得られる観察記録と授業者への

半構造化インタビューによって得られるインタビュ

ー記録によりデータを収集した．４学級のうち１学

級の授業は，授業者の音声を IC レコーダーにて録音，
さらに，授業の様子をビデオカメラで撮影した．録

音データは観察記録と合わせて分析を行い，映像デ

ータは授業を参観できなかった際に視聴し観察記録

を行った．インタビューでは，授業中の授業支援ア

プリの活用について授業参観時の授業前後に問うた． 
3.2 分析方法 
分析方法の手順は，以下の通りである（6）． 

① 観察記録やインタビュー記録によって得られた
データを文字化する．  

② 同じような内容の箇所をヴァリエーションとし
てまとめ，概念名をつけて定義する． 

③ これらの概念名，定義，具体例（ヴァリエーショ
ン）を理論的メモにまとめる． 

④ 上記の手順で「概念」を生成し，さらにいくつか
の概念を包括する「カテゴリー」を作成した上で，

それらの関係を示しながらモデル化を行う． 
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4. 結果 
4.1 モデル図 
図１は，データの収集，分析を経て作成した「協

働学習における教員の授業支援アプリ活用」に関す

るモデル図である．協働学習における授業支援アプ

リの活用について，話合い，発表，協働での意見共

有の３つの学習場面に分けて整理しモデル化を行っ

た．話合いの場面では，「各班の学習状況の確認」を

経て「声掛け」や「発表順の決定」，「発問の決定」

を行う際に授業支援アプリを活用していた．発表の

場面では，「意見共有」や「生徒の評価」に授業支援

アプリを活用していた．協働での意見共有の場面で

は，「意見共有」に授業支援アプリを活用していた． 
 ここで，協働学習の各場面に着目する．例えば，

話合いの場面では，教員は手元の iPad でモニタリン
グ機能を用いて各班のノートを見て，議論が進んで

いない班があった場合は声掛けを行ったり，各班の

ノートの内容を踏まえて全体に発問を行ったり発表

順を考えたりする様子が確認された．また，発表の

場面では，各班のノートと発表の様子を見て，授業

時間内に生徒の評価を行う様子が確認された．さら

に，協働での意見共有の場面では，教員が「見える

モード」という他の班のノートを生徒が閲覧できる

設定に切り替え，意見共有させる様子が確認された． 
4.2 協働学習における授業支援アプリのよさの考察 
モデル図（図１）を踏まえて，協働学習における

授業支援アプリのよさについて考察する． 
まず，授業支援アプリのモニタリング機能を用い

ると，各班の活動の進捗をリアルタイムで一括管理

することが可能になる．これにより教員は，生徒に

対して的確な声掛けや発問を瞬時に行うことができ

ると考えた．さらに，モニタリング機能は，各班の

ノートを回収せず授業中に確認することを可能にす

る．これにより，話合いと発表を１回の授業で実施

することができると考えた．以上より，教員は，授

業支援アプリのモニタリング機能を活用することで，

限られた授業時数の中で，話合いや発表といった複

数の協働学習の学習場面を取り入れた授業を実現す

ることができると考えられる．また，モニタリング

機能により各班のノートを回収することなく一括管

理できているため，限られた時間の中で生徒の評価

も行うことができる点についても，多忙な教員が授

業支援アプリを使うよさのひとつであると考えた． 
 そして，授業支援アプリの「見えるモード」を用

いると，教員は意図したタイミングで各班の意見を

共有させることができる．これにより教員は，複数

の考えを議論し整理させる協働での意見整理を取り

入れた授業を実施することが可能になる．よって，

教員が授業支援アプリの閲覧設定を有効に活用する

ことで，班の枠を超えた学級全体での協働的な学び

を実現することが可能になると考えられる． 
 
 

5. まとめと今後の課題 
本研究は，中学校教員を対象に，授業支援アプリ

を用いた理科「力のはたらき」の授業の協働学習に

おける授業支援アプリの活用方法を，学習場面と関

連付けながら明らかにした．結果，教員がモニタリ

ング機能や閲覧設定を有効に活用することで，複数

の協働学習を取り入れた授業や学級全体での協働学

習を実現できることが明らかになった． 
今後の課題として，本研究で明らかになった授業

支援アプリの活用方法が他の教科においても応用で

きるか実践すること，そして，その効果について生

徒による評価などをもとに検討すること，さらに，

協働学習の中で個を見取る際の授業支援アプリの活

用について検討することが求められる． 
 

 
図 1 協働学習における教員の授業支援アプリ活用 
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